
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
思
う
⑬ 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
経
済
は
今 

 

長
谷
川 

修 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
は
エ
ル
サ
レ
ム
を
首
都
と
自
称
す
る
が
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
の
は
米
国
の
み
で
、
米
国

以
外
の
国
は
テ
ル
ア
ビ
ブ
を
実
質
首
都
と
し
こ
こ
に
大
使
館
を
置
く
。
エ
ル
サ
レ
ム
が
三
千
年
の
歴
史
を

持
つ
宗
教
都
市
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
百
年
前
に
開
拓
さ
れ
た
近
代
都
市
で
経
済
の
中
枢
を
担
う
。 

  

イ
ス
ラ
エ
ル
経
済
の
変
遷
を
み
て
み
よ
う
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
基
幹
産
業
は
農
業
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
だ
っ
た
。 

国
土
の
六
割
は
砂
漠
で
、
ま
た
降
雨
量
も
少
な
く
大
き
い
川
も
な
い
こ
と
か
ら
、
農
業
の
立
地
と
し
て

は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
海
水
淡
水
化
技
術
や
点
滴
灌
漑
技
術
に
よ
っ
て
、
今
や
砂
漠
は

耕
地
に
変
わ
り
食
料
自
給
率
は
九
〇
％
を
超
え
、
果
物
類
、
乳
製
品
等
の
輸
出
は
伸
び
て
い
る
。 

 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
加
工
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
研
磨
技
術
を
生
か
し
外
貨
を
稼
い
で
き
た
。

こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
は
工
賃
の
安
い
イ
ン
ド
、
中
国
の
攻
勢
で
停
滞
ぎ
み
だ
が
、
そ
れ
で
も
輸
出
の
二
〇
％

を
占
め
る
。 

  

現
在
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
は
ニ
ッ
チ
高
度
技
術
志
向
の
起
業
が
盛
ん
だ
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野

で
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
、
情
報
通
信
分
野
で
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
人
工
知
能
分
野
で
の

大
量
デ
ー
タ
処
理
、
医
療
分
野
で
の
カ
プ
セ
ル
型
内
視
鏡
、
金
融
分
野
で
の
暗
号
化
技
術
等
々
、
枚
挙
に

暇
が
な
い
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
が
Ｉ
Ｔ
起
業
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
先
ず
国
防
軍
の
存
在
が
大
き
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
サ
イ
バ
ー
防
衛
と
情
報
を
重
視
し
て
お
り
、
エ
リ
ー
ト
に
対
し
高
度
な
専
門
教
育
を
施

し
て
い
る
。
こ
こ
で
訓
練
を
受
け
た
徴
兵
や
軍
人
が
、
除
隊
後
に
大
学
や
研
究
機
関
、
民
間
企
業
等
を
経

て
起
業
す
る
。
次
に
世
紀
の
変
り
目
頃
か
ら
、
イ
ン
テ
ル
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｍ
Ｓ
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
、
Ｇ
Ｍ
、
サ
ム

ソ
ン
等
の
多
国
籍
企
業
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
拠
点
を
設
置
し
た
。
彼
ら
と
の
相
互
交
流
が
新
規
開
発
や
起
業

化
に
結
び
つ
く
。
最
後
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
民
性
が
あ
る
。
理
工
系
に
優
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、「
階
層

の
な
い
社
会
」「
議
論
好
き
」「
失
礼

イ

ム

ポ

千
万

ラ

イ

ト

」「

短

気

イ
ム
ペ
イ
シ
ャ
ン
ト

」
を
挙
げ
る
人
は
多
い
。 

  

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
育
成
に
関
し
日
本
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
が
、
背
景
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
気
が
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


